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 本研究の目的は、短時間の家事活動（housework activity: HA）の実施が遂行機
能に有益な影響を与えることを検証することである。 
 横断的な調査研究では、日常的にHAに取り組む高齢者は認知機能が維持されてい
ると報告され（Dong et al. 2016）、HAは認知機能維持に有益な影響があると考え
られる。一方、短時間の軽い運動は遂行機能を向上させることが報告されている
（Byun et al. 2014）。HAは、身体活動という運動要素に加え、計画、遂行、記憶
















































い場合は怠惰となり注意機能が低下すると報告されている（Hunter et al. 2016）。
一方、本研究では、HA後に達成感は確認されている。目標に対して課題を遂行する
と達成感という快感情が起こると考えられ、快感情は注意機能を向上させると報告
されている（Fradrickson et al. 2005）。快感情は、腹側被蓋野を刺激し、側坐核
や前頭前野、前帯状皮質にドーパミンを放出させる（Clark et al. 2014）。側坐核
と前帯状皮質は腹外側前頭前野に位置する眼窩前頭前皮質と機能的につながってい
る（Berridge et al. 2015）。そのため、HAは、快感情が起こり、遂行機能に有益
な影響と右の腹外側前頭前野の脳血流量が増加したと考えられた。 
